
※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、５兆３，４０８億円（総会計）

　※平成２２年度から平成２７年度は最終予算額、平成２８年度は１１月補正（第３号）後現計の累計

うち 震災対応分 650,170 508,478 40,474 548,952 84.4

計（総会計） 1,889,393 1,721,873 67,904 1,789,777 94.7

うち 震災対応分 224 86 86 38.2

公 営 企 業 会 計 30,653 28,373 28,373 92.6

うち 震災対応分 761 1,028 1,028 135.1

準公 営 企業 会計 19,557 18,105 215 18,320 93.7

うち 震災対応分 351 10,182 10,182 2,898.3

特 別 会 計 307,344 278,635 278,635 90.7

うち 震災対応分 648,834 497,183 40,474 537,656 82.9

一 般 会 計 1,531,840 1,396,759 67,690 1,464,448 95.6

　今回の補正予算は、「未来への投資を実現する経済対策」に係る国補正予算に対応し、

障害者支援施設の整備への助成やＴＰＰ対策としての農業用機械・設備、ほ場の整備、三

陸縦貫自動車道等の道路や河川の整備に要する経費のほか、昨年の関東・東北豪雨災害か

らの復旧に要する経費などを予算化

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成２７年度
11月現計予算額

 A

平成２８年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100９月現計予算額 今回補正額 補正後予算額 B

○ 　東日本大震災からの復旧・復興経費としては、東日本大震災復興交付金基金の造成費と

これを財源とするほ場や道路等の整備費のほか、仙台空港の運用時間の延長に係る調査に

要する経費などを予算化

○ また、水産物の販路拡大などの地方創生推進に係る経費や台風１０号等により被災した

農林水産業施設、港湾施設の復旧経費、平成２７年度決算剰余金の積立てなどを予算化す

るほか、公共施設の管理運営業務委託や道路・河川の県単独公共事業などについて債務負

担行為を設定

平成２８年度１１月補正予算（第３号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方
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